
県中北部の主要品種の刈取適期の推定

[ 1 ]青 来熟粒から見た刈取適期

(農試技術部 )

1 .背 景 とね らい

刈取時期の半J定には、従来より出穂後の平均気温積算温度が用いられてた。 し か し、異

常気象年において、 日照、稔実籾数等に大きく変化があった場合、積算気温のみでは誤差

が大きく、実用性に踏1題が生 じてお り、 日照等を考慮に入れる必要があると考 えられた。

そこで、 これまでの試験事例を検討 した結果、刈取時期の早限について指標とな り得る知

見が得 られたので参考に供する。

2 .技 術内容

( 1 )平 年並みの気象の場合、従来の積算気温法による刈取は適期 と大きな差は生 じない。

しか し、 異常気象年において、従来の積算気温法による刈取では辞:質に問題が生 じ

る。
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図1 々掩択宰湾妹応ゑ券伊哲合の変化と刈取通期

( 2 ) 1 9 8 9 年のような日照不足年には日照時間を考慮 して刈取時期を定め る必要がある。

表 1  日 照時数の多少による刈取逝期の変動例

日照時間 (平年比 ) 刈取適期の早限

日照不足年

- 1 0 %

- 2 0 %

- 3 0 %

平年より 3 日 前後遅れる

〃   6 日 前後遅れる

〃  1 1 日 前後遅れる

+ 1 0 %

+ 2 0 %

Ir fFより  2日 甫竹イ亥年1ま る

平年より 4日 前後早 まる

米流沢たかねみのり:日 照時間は出榔か らの積算日AR時間
tの
平年比
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( 3 )障 害不稔が多発 し、稔突籾数が減少した年は稔実籾数を
考慮 して刈取時期を早める

必要がある。

表 2  稔 突歩合の多少による刈取適期の変動例
― 一 一 ・―

ポ稔英籾独          刈 取適期の平限

3.5万 平年値

3,2万         平 年より 7日 前後 早まる

〃  13日 前後早 まる3.0万

*滝 沢 たかねみの り

(4)刈 取逝期の早限はほとんど青末熟粒歩合に
よつて決 まる。

1等 El標の場合 :青 未熟粒歩合は 10%以 ド

2等 日標の場合 :脅 末熟粒歩合は 20%以 下

(5)青 未熟粒の11と定式は以 下のとおりである。

l o g . ( Σ T )  . 1 0 g . ( Σ D L )

青ん剖解帯
=a玲
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rJ_ a  l f稔
笑籾数   ~   ポ 稔実籾数

ΣT :出 穂後X日 より積算を開始した平均気温積算温度  (°
C )

Σ D  L j :出穂後X日 より穏算を開始した日照R寺数積算時間  ( h r )

*大 腸電池式日照計による。

翌 ≧――一キーー高
キ~~キ キ

〒
~~=~瓦 =~~

品  稲  植 算開始 (出穂後 ) a

たかねみのり  25日    1・ 96×105   -9。
36X105  108.8

ギ 対 ×則
5 脚

3 .指 導上の留意事項

( 1 )こ れは異常気象年に対応したも
のなので、 日照と稔実歩合が平年並みの場合は従来

の植第気温を使用 しても差 し支えない。

( 2 )こ れは青木熟のみの推定なので、刈
I I R適期の判定には被害粒等も加l昧して行うこと。

( 3 )軒 L定式は沌沢の平年気象より作成し
たものなので、他の地域では平年の登熟状況を

勘案 して使用すること。

( 4 )被 害粒歩合は年次の差が大きく、他
の要因 (降雨、害虫等 )も 関係 してくるので今

後検討する予定である。

( 5 )晩 生品極についても今後検討する予定
である。

( 6 )こ の推定式は極多肥栽培等の特殊な栽
培法には適用 しない。
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